
 15 Management & Technology for Creative Kyoto

研究報告

【はじめに】
近年、次世代無線LANや高速無線通信システムが盛んに研究、開
発されており、これらの通信品質に大きな影響を与える電波の伝搬
状況を高精度に測定できる装置や、EMC対策など不要電波の規制
に関する測定が行われる電波暗室の電波特性を高精度に測定でき
る装置の開発が重要となっています。
一般にアンテナの特性や電波環境を測定するにはネットワークア
ナライザという装置を用います。測定は装置から測定サイト内の送
信アンテナまで高周波信号を伝送し、電磁波として放射されたもの
を受信アンテナで受け再び装置に取り込みます。
装置とアンテナ間の信号伝送には、金属線の同軸ケーブルが使用

されますが、（独）産業技術総合研究所が有する光ファイバマイクロ
波伝送技術を用いて、誘電体の光ファイバに置き換えることにより、
高精度の測定を実現する電波環境測定装置を開発すべく共同研究
を行いました。
このときに用いる光ファイバはアンテナ1個につき複数本を必要

としますが、光多重化伝送技術を用いて1本の光ファイバで安定し
た伝送を可能とする研究を、当センターが担当しました。

【実験概要】
CWDM（波長分割多重）光通信に使用されるMUX/DeMUX（光
合波／分波デバイス）を用いた合分波デバイス安定性能評価構成を
右図に示します。
マイクロ波信号で変調された光と2波長のCW（連続光）の3波を
多重化し、1本の光ファイバで伝送します。そして3波を分離した後、
LN変調器からの2波の戻り変調光を再度多重化し、元の経路を辿り
測定器手前で再度分離する構成です。
0.1～3GHz帯域における変調光変動の27分間のロギング結果

を右下図のグラフに示します。

【研究成果】
金属線の同軸ケーブルを光ファイバに置き換えたマイクロ波計測

システムにおいて、計測器近辺から送信アンテナ手前まで、3波を多
重化し1本のファイバで伝送することを可能にした光合波／分波デ
バイスネットワークを構築することができました。
また、	MUX/DeMUXを用いることで、0.1～3GHz帯域での変
調光変動を1.6dB以内にすることができました。

【光ファイバマイクロ波計測システムの市場】
EMCサイト事業者
校正事業者・公設試験所
無線機器開発メーカー
電波暗室を所有する事業者や研究機関･･･etc.
※	金属ケーブルを用いない計測システムは、電波環境の測定や、電
波暗室、EMCサイトなどの性能評価を高精度で実現できます。ま
た、標準アンテナの校正システムにも使用可能です。

光ファイバマイクロ波伝送システムの光合波／分波デバイスを
用いた光多重化伝送システムの適用とシステムの安定化研究
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